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世界水泳選手権 2023 福岡大会に係る経費の補正等について 

１ 概 要 

〇スポーツ振興基金積立金                    3,500,000 千円 

 令和５年の世界水泳選手権 2023 福岡大会開催に伴う財政負担の平準化を図るため、

「福岡市ユニバーシアード福岡大会記念スポーツ振興基金」へ 35億円の積み立てを行う

もの。 

２ 大会予算について 

大会予算は、再延期経費等で 45 億円程度が発生し、225億円程度となる見込み。 

  〇大会予算内訳（見込み） 

・会 場 整 備 費 ： 80 億円程度 35億

・運 営 費 ： 50 億円程度  5億 

・宿泊・輸送費等 ： 50億円程度  5 億 

・再延期経費等  ： 45億円程度 

 

３ 大会開催の効果（見込み） 

〇来 場 者 数 ： 約 40～50万人 

〇テ レ ビ 視 聴  ： 全世界で約 40億人 

〇事前キャンプ地  ： 15 自治体 

〇経済波及効果  ： 全国で約 970億円 

※世界中に「ＦＵＫＵＯＫＡ」「ＫＹＵＳＨＵ」が大きくＰＲされ、

都市ブランド力向上の面で大きな効果がある。

※各地で開催される事前キャンプにより、全国的に大きな経済波及効果

が見込まれる。

※宿泊・輸送・飲食に係る消費など、コロナ下で大きな影響を受けた

開催都市への直接的な経済効果も見込まれる。

※収入について

協賛・寄付・チケット収入等で 35～40 億円、公的助成で 60～65 億円程度

を確保し、大会予算の半分程度が市費負担となる見込み。（53.3～57.7％） 

1



４ 大会名称等の変更 

FINA（国際水泳連盟）の名称が World Aquatics（世界水泳連盟）に変更されたことに

伴い、本大会の名称等を変更するもの。 

【変更前】 

第 19 回 FINA 世界水泳選手権 2022 福岡大会 

（19th FINA World Championships 2022 Fukuoka） 

第 19 回 FINA 世界マスターズ水泳選手権 2022九州大会 

（19th FINA World Masters Championships 2022 Kyushu） 

【変更後】 

世界水泳選手権 2023 福岡大会 

（World Aquatics Championships Fukuoka 2023） 

世界マスターズ水泳選手権 2023 九州大会 

（World Aquatics Masters Championships Kyushu 2023） 

５ 今後のスケジュール 

令和５年２月 チケット販売開始・選手権大会選手登録開始 

３月 マスターズ大会エントリー開始 

６月 会場整備完了、大会運営テスト 

７月 14～30日 世界水泳選手権福岡大会 

８月２～11日 世界マスターズ水泳選手権九州大会 
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【参 考】大会概要 

１ 世界水泳選手権 2023 福岡大会 

〇会  期： 令和５年７月 14日（金） ～ ７月 30日（日）17 日間 

〇参加人数： 約 200 か国・地域、約 2,400 人（見込み） 

〇会  場： マリンメッセ福岡Ａ館     ： 競泳、アーティスティックスイミング 

マリンメッセ福岡Ｂ館     ： 水球 

福 岡 県 立 総 合 プ ー ル  ： 飛込 

シーサイドももち海浜公園  :   オープンウォータースイミング、 

ハイダイビング 

 

２ 世界マスターズ水泳選手権 2023 九州大会 

福岡市、熊本市、鹿児島市の３都市開催 

〇会  期： 令和５年８月２日（水) ～ ８月 11 日(金) 10日間 

〇参加人数： 約 100 か国・地域、約 10,000人（見込み） 

〇会  場： 【福岡市】 

 マリンメッセ福岡Ａ館、総合西市民プール：競泳 

福岡県立総合プール    ：飛込 

シーサイドももち海浜公園 ：オープンウォータースイミング 

【熊本市】  

アクアドームくまもと ：水球 

【鹿児島市】 

鴨池公園水泳プール    ：アーティスティックスイミング 
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